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衆
議
院
議
員
八
幡
愛
君
提
出
会
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
に
起
因
す
る
心
理
的
依
存
及
び
社
会
的
影
響
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙

答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
八
幡
愛
君
提
出
会
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
に
起
因
す
る
心
理
的
依
存
及
び
社
会
的
影
響
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る

答
弁
書 

一
及
び
六
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
会
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
と
の
過
度
な
や
り
取
り
に
起
因
す
る
心
理
的
依
存
」
並
び
に
「
Ａ
Ｉ
へ
の
過
度
な
依
存

が
、
社
会
的
孤
立
、
実
社
会
と
の
断
絶
、
対
人
関
係
能
力
の
低
下
、
犯
罪
へ
の
誘
導
な
ど
、
社
会
不
安
の
増
大
に
結
び
つ
く

お
そ
れ
が
あ
る
と
の
指
摘
」
及
び
「
こ
う
し
た
Ａ
Ｉ
と
の
擬
似
的
交
流
の
拡
大
が
、
家
族
関
係
や
地
域
社
会
の
つ
な
が
り
に

与
え
る
影
響
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
人
工
知

能
関
連
技
術
（
人
工
知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
七
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下

「
Ａ
Ｉ
法
」
と
い
う
。
）
第
二
条
に
規
定
す
る
人
工
知
能
関
連
技
術
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
過
度
に
用
い
る
こ
と
に
よ

る
人
の
心
身
へ
の
影
響
そ
の
他
の
人
工
知
能
関
連
技
術
の
活
用
が
社
会
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
、
関
係

府
省
庁
が
連
携
し
つ
つ
、
情
報
収
集
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
必
要
な
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

二
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
会
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
た
発
言
が
誤
情
報
、
性
的
・
暴
力
的
内
容
、
人
権
侵
害
的
言
説
な
ど



 

２ 

 

に
該
当
し
、
そ
れ
が
利
用
者
に
精
神
的
な
ダ
メ
ー
ジ
や
社
会
的
影
響
を
与
え
た
場
合
」
、
「
必
要
な
制
度
整
備
」
及
び
「
問

題
あ
る
生
成
Ａ
Ｉ
ア
プ
リ
を
野
放
し
に
し
て
い
る
場
合
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答

え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
日
本
の
Ａ
Ｉ
規
制
の
立
ち
位
置
と
課
題
」
及
び
「
Ａ
Ｉ
に
つ
い
て
の
国
際
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
」
の
意

味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
Ａ
Ｉ
法
第

十
三
条
及
び
第
十
七
条
に
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
人
工
知
能
関
連
技
術
の
研
究
開
発
及
び
活
用
に
関
す
る
国
際
的
な
規

範
の
策
定
に
積
極
的
に
参
画
す
る
と
と
も
に
、
国
際
的
な
規
範
の
趣
旨
に
即
し
た
指
針
の
整
備
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講

ず
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
他
国
の
動
向
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
必
要
な
施
策
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。 

四
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
Ａ
Ｉ
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
例
え
ば
、
小
学
校
学
習

指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
三
号
）
、
中
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
二
十
九
年
文
部
科
学
省
告

示
第
六
十
四
号
）
及
び
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
（
平
成
三
十
年
文
部
科
学
省
告
示
第
六
十
八
号
）
（
以
下
「
小
学
校
学
習



 

３ 

 

指
導
要
領
等
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
情
報
モ
ラ
ル
を
含
む
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

文
部
科
学
省
に
お
い
て
、
「
初
等
中
等
教
育
段
階
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
活
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
令
和
六
年

十
二
月
二
十
六
日
公
表
）
を
策
定
し
、
そ
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

さ
ら
に
、
小
学
校
学
習
指
導
要
領
等
に
示
す
情
報
活
用
能
力
の
向
上
を
図
る
た
め
の
今
後
の
方
策
に
つ
い
て
は
、
中
央
教

育
審
議
会
に
お
け
る
審
議
を
踏
ま
え
つ
つ
、
検
討
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

四
の
２
及
び
３
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
保
護
者
が
子
ど
も
の
Ａ
Ｉ
利
用
を
適
切
に
把
握
し
、
親
子
間
の
対
話
を
促
す
た
め
の
啓
発
活
動
や
支
援
ツ
ー

ル
の
整
備
」
及
び
「
精
神
科
医
、
公
認
心
理
士
、
教
員
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
専
門
家
な
ど
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
、
相
談
体
制
、

医
療
連
携
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
Ａ
Ｉ
法
第

十
五
条
に
お
い
て
「
国
は
、
国
民
が
広
く
人
工
知
能
関
連
技
術
に
対
す
る
理
解
と
関
心
を
深
め
る
よ
う
、
人
工
知
能
関
連
技

術
に
関
す
る
教
育
及
び
学
習
の
振
興
、
広
報
活
動
の
充
実
そ
の
他
の
必
要
な
施
策
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
子
供
を
含
む
国
民
の
人
工
知
能
関
連
技
術
の
適
正
な
利
用
に
関
す
る
普
及
啓
発
等
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
。 



 

４ 

 

五
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
会
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
に
起
因
す
る
心
理
的
依
存
や
社
会
的
孤
立
、
対
人
関
係
能
力
の
低
下
な
ど
の
社
会
的
影

響
」
及
び
「
会
話
型
生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
精
神
的
被
害
や
社
会
的
孤
立
な
ど
深
刻
な
影
響
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も

明
ら
か
で
は
な
い
が
、
Ａ
Ｉ
法
に
つ
い
て
は
、
Ａ
Ｉ
法
附
則
第
二
条
に
お
い
て
、
「
政
府
は
、
人
工
知
能
関
連
技
術
の
研
究

開
発
及
び
活
用
の
推
進
に
関
す
る
諸
施
策
に
つ
い
て
の
国
際
的
動
向
そ
の
他
の
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
を
勘
案
し
つ
つ
、
こ

の
法
律
の
施
行
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
所
要
の
措
置
を

講
ず
る
も
の
と
す
る
。
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
あ
る
。 


